
表36 BAS505F及び鉄の同時消化管外投与試験（ラット）の平均検体摂取量  

500 ppm 4，500ppm  
投与群  500ppm  4，500ppm  

＋Fe3＋  ＋Fe3＋  

平均検体摂取量  雄  207   171  

1：BAS505F：mg几g体重／目）  雌   37．7   17，7   191   84．9  

BAS505Fのみの投与群では、いずれも血清中鉄濃度の低下が、鉄錯体の同時投  

与群では、混餌投与開始7日後に雌雄とも血清中鉄濃度の上昇が認められた。十二  

指腸の絶対重量増加及び細胞増殖の増加（PCNA染色で確認）には高い相関性が認  

められた。また、4，500ppm投与群では鉄錯体の同時投与により、細胞増殖の増加  

率及びび漫性過形成の程度が低くなる傾向が認められた。（参照62、67、69、70）  

（6）BAS505F投与による十二指腸粘膜鉄吸収及び輸送への影響試験（ラット）  

BAS505F投与により、貧血と同時に十二指腸粘膜肥厚／過形成が認められた。こ   

の貧血の機序を検討するため、Wistarラット（一群雌5匹）にBAS505Fを混餌（原   

体：0及び4，500ppm）投与し、投与開始24、96及び168時間後に摘出した十二   

指腸の粘膜の一部を反転し、59Fe存在下（4mM）で培養して、十二指腸粘膜鉄吸   

収及び輸送への影響試験が実施された。  

BAS505Fを96及び168時間投与した個体の十二指腸では、59Fe吸収の減少が   

認められた。オートラジオグラフイーの観察では、対照群で59Feが絨毛全域に分布   

していたのに対し、投与群では絨毛上部にのみ分布した。この結果より、ストロビ   

ルリン系薬物投与により、十二指腸における吸収は量的にも吸収面積においても低   

下すると考えられた。  

また、BAS505Fを96時間混餌投与した個体から摘出した十二指腸に59Feを注   

入したところ、20分後には、粘膜内保持量、粘膜輸送量及び全粘膜吸収量が減少し   

たことから、ストロビルリン系薬物投与により、十二指腸粘膜から体内への59Fe輸   

送が抑制されたと考えられる。  

本試験の結果から、ストロビルリン系化合物は、十二指腸における鉄吸収／体内輸   

送の両面を抑制することで血清中鉄濃度の減少をもたらし、この吸収抑制が十二指   

腸粘膜上皮に対する鉄吸収要求克進のネガティブフィードバックとなって、吸収面   

積の拡張を図るため粘膜上皮細胞が増生し、結果的に粘膜肥厚／過形成が生じたと考   

えられた。（参照63）  
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「ピラクロストロビン」の食品健康影響評価を実施   

した。  

ラットを用いた動物体内運命試験の結果、ピラクロストロビンの血祭中Tmaxは0．5   

～8時間であった。投与後48時間で80％TAR異常が主に糞中を介して排泄された。   

組織中の濃度は、胃、腸管、肝臓及び腎臓中において比較的高濃度に分布したが、臓   

器中の放射能は急速に消失した。糞中から検出された主要代謝物はMO8であった。主   

要代謝経路はトリルカーバメート側鎖の八戸脱メトキシ化とそれに続く開裂化合物の   

酸化であった。   

ぶどう、ばれいしょ、小麦及びはくさいを用いた植物体内運命試験が実施された。   

主要成分は親化合物であり、主要代謝物はMO7及びM72であった。また、′J、麦にお   

いて、ピラクロストロビン散布後に展開した部位に対しての移行性は極めて小さかっ   

た。主要代謝経路は、トリル環カーバメート側鎖の」Ⅴ一脱メトキシ化であった。  

野菜及び果実を用いて、ピラクロストロビン及び代謝物MO7を分析対象化合物と   

した作物残留試験が実施された。可食部におけるピラクロストロビンの最高値は、最   

終散布45日後に収穫したみかん（果皮）の1．68mg此gであった。代謝物MO7は多   

くの作物で検出限界以下か検出されても微量であった。  

各種毒性試験結果から、ピラクロストロビン投与による影響は、主に血液及び十二   

指腸に認められた。  

ストロビルリン系化合物の十二指腸への影響の共通のメカニズムとして、これらの   

化合物は食餌中のFe3十とキレート結合し、十二指腸粘膜の鉄描捉タンパクによる捕捉   

を妨げ、′同時に上皮細胞での吸収メタルトランスポータと体内への輸送機構を阻害し、   

血清鉄濃度を低下させるとともに、幹細胞におけるFe2＋のエンドソームからの汲み出   

しを抑制し、強い鉄吸収要求を持続させ、粘膜面積の拡大と細胞増殖活性冗進をもた   

らすと考えられた。ただし、ストロゼルリン系化合物には変異原性がなく、十二指腸   

に対する本毒性には閥値があり、投与を中止すれば完全に回復することが確認されて   

いる。  

したがって、マウス、ラットにおいて発生した十二指腸壁肥厚及び粘膜過形成は、ピ   

ラクロストロビン投与により血清鉄の著しい減少が起こり、十二指腸粘膜上皮における   

鉄吸収要求が冗進される結果、吸収面積の拡張を図るため粘膜上皮細胞が増生して発生   

したものと考えられた。また、ピラクロストロビンの鉄イオンに対するキレート作用は   

認められなかったが、代謝物MO7は弱いキレート作用を示した。  

ラットで認められた赤血球項目及び病理組織学的検査項目の所見から溶血性貧血が   

疑われたが、ピラクロストロビン投与により血清鉄が減少したことから鉄欠乏性貧血が   

示唆されること、マウスで溶血性を示唆する所見が認められず低色素性小球性貧血が認   

められたこと、ウサギ赤血球を用いた血I血溶血性試験において溶血作用が認められ   

なかったことから、総合的に判断した結果、ピラクロストロビンによる貧血は低色素性   

貧血と考えられた。  
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神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響及び遺伝毒性は認められなかった。   

発生毒性試験において、ラットでは、内臓変異及び骨格変異の増加が認められたが、  

奇形の増加は認められなかった。ウサギでは胎児に影響は認められなかった。これら  

のことから、ピラクロストロビンに催奇形性はないと考えられた。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をピラクロストロビン（親化合物  

のみ）と設定した。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表37に示されている。  
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表37 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

無毒性量  最小毒性量  
動物種   試験  備考   

（mg／kg体重／目）  （mg／kg体重／日）  

ラット  90日間   雄：10．7   雄：34．7   雄：体重増加抑制等  

亜急性毒性  雌：40．8   雌：MCV及びMCH増加等  

試験   

90日間   雄：3．5   雄：16．9   雌雄：摂餌量及び飲水量減少  

亜急性神経  雌：112   等  

毒性試験   （神経毒性は認められない）  

2年間   雄：3．4   雄：9．0   雌雄：体重増加抑制等  

慢性毒性  雌：4．6   雌：12．3  

試験  

2年間   雄：3．4   雄：9．2   雌雄：体重増加抑制等  

発がん性  雌：4．7   雌：12．6   （発がん性は認められない）  

試験  

2世代   親動物及び児動物  親動物   親動物  

繁殖試験   P雄：7．4   P雄：29．0   雌雄：体重増加抑制等  

P雌：7．8   P雌：30．4   児動物：低体重等  

Fl雄：8．6   Fl雄：35．0   （繁殖能に対する影響は認め  

Fl雌：9．0   Fl雌：36．0   られない）  

発生毒性   母動物：10   母動物：25   母動物：補正体重増加抑制等  

試験   胎児：25   胎児：50   胎児：腎孟拡張、頚肋及び胸  

骨分節化骨不全発生増加   

マウス  90日間   雄：9．2   雄：30．4   雄：体重増加抑制等  

亜急性毒性  雌：40．4   雌：胸腺萎縮等  

試験 

18カ月間  雄：4．1   雄：17．2   雌雄：体重増加抑制等  

発がん性  雌：20．5   雌：32．8   （発がん性は認められない）   

試験  

ウサギ  発生毒性   母動物及び胎児：5  母動物及び胎児：  母動物：体重増加抑制等  

試験  10  胎児：着床後胚死亡率増加  

傾向  

（催奇形性は認められない）   

イヌ  90日間   雄：5．8   雄：12．9   雌雄：十二指腸粘膜肥厚等  

亜急性毒性  雌：13．6   

試験   
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動物種   
無毒性量  最小毒性量  

試験  
（mg／kg体重／目）  （mg此g体重／日）   

備考  

1年間   雌雄：5．4   雄：10．8   雄：WBC（多形核好中球、リ  

慢性毒性  雌：11．2  ンパ球）増加等  

試験  雌：体重増加抑制等   

－ニ最小毒性畳または無毒性量は設定できなかった。  

備考：最小毒性量で認められた所見の概要を示す。   

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢性  

毒性試験及び2年間発がん性試験の3．4mg／kg体重／日であったことから、これを根拠と  

して、安全係数100で除した0．034mg此g体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．034mg／kg体重／日  

慢性毒性試験  

ラット  

2年間  

混餌投与  

発がん性試験  

ラット  

2年間  

混餌投与  

3．4mg此g休重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料①）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）  

（ADI設定根拠資料②）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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代謝物／分解物略称＞  ＜別枇1 ：代調寸間／力明年巧珂略称＞   

略称   化学名   

MOl  NN－bis－［2・［1－（4－ChloropherwD－1Hpyrazol－3－yloxy－methyd－Pherd－diaZene  

」Ⅴ一0Ⅹide   

MO2  NNbis－［2－［1－（4－Chlorophe．nyl）－1Hpyrazol－3－yloxy－methyl］－Phenyl］－diazene   

MO3、  

M79   

Mo4  1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－01   

MO5  1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－ylhydrogensulphate   

MO6  1－（4－Chlorophenyl）－3－（（2・【（methoxycarbonyl）amino］benzyDoxy）－1Hpyrazol  

－4－ylglucopyranosiduronicacid   

MO7  methylN－（2－〈【1一（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】0Ⅹymethyl）phenyl）  

carbamate   

MO8  methylN－（2－〈［1－（4－Chlorophenyl）－4－hydroxy－1Hpyrazol－3－yi］0ⅩymethyD  

phenyl）carbamate   

M13  1－（4－Chlorophenyl）－5－hydroxy骨（（2－［（methoxycarbonyl）amino］benzy1）0Ⅹy）－1H  

pyrazol－4－ylglucopyranosiduronicacid  

1－（4－Chlorophenyl）－4－hydroxy－3－（〈2－［（methoxycarbonyl）amino】benzyl）0Ⅹy）－1H  

pyrazol－5－ylglucopyranosiduronkacid   

M15  1・（4－Chlorophenyl）－4－hydroxy－3－（（2－【hydroxy（methoxycarbonyl）amino】  

benzy1〉0Ⅹy）－1Hpyrazol－5－ylglucopyranosiduronicacid   

M18  hydroxylatedmethylN（2－（［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】oxymethyl）   

M39  －？－hydroxyphenyl）carbamate   

M19  hydroxylatedmethylN（畠－（［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyr鱒ZOl－3－yl】oxymethyl）  

－？－（sulfoxy）phenyl）carbamate  

sulfo0ⅩylatedmethylN（2－（［1・（4－ChlorophenyD－1Hpyrazolq3－yl］0Ⅹymethyl）  

一？－hydroxyphenyl）carbamate   

M21  hydroxylatedl－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－01   

M22  2－lmethoxy（methoxycarbonyl）＝amino］benzy1glucopyranosiduronicacid   

M24  2一lm。th。Ⅹy（m。th。ⅩyCafbonyl）＝よmino］benzoicacid   

M25  2・【（methoxycarbonyl）amino］benzy1glucopyranosiduronicacid   

M29  methylN（2－（【1－［4－Chloro－？－（glucopyranuronosyl－0Ⅹy）phenyl］－？－  

（glucopyranuronosyloxy）－1Hpyrazol・3－yl］0Ⅹymethyl）pherwl）Nmethoxy  

Carbamate   

M30  1－（4－chlorophenyl）－3－（（2－lmethoxy（meth0ⅩyCarbonyl）amino】benzyDoxy）－1H  

pyrazol－4・yl】cysteine   

M31  methylN（2－（［1－【4－Chloro－？－（glu甲pyranurOnOSyl－0Ⅹy）phenyl］－1H  

pyrazol－3－yl］0Ⅹymethyl〉phenyl）Nmeth0ⅩyCarbamate   
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M32  methylN（2－〈［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】0Ⅹymethyl〉－？－   

M71  （glucopyranurbnosyl－0Ⅹy）phenyl）carbamate   

M34  methylN－（2－〈［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】0Ⅹymethyl）－？－  

hydroxyphenyl）carbamatc   

M35  hydroxylatedmethylN（2－（［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】0Ⅹymethyl）  

phenyl）Nmethoxycarbamate   

M37  hydroxylatedmethylN（2一〈［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl］oxymethyl〉  

－？－（glucopyranuronosyl－0Ⅹy）－phenyl）Nmethoxycarbamate   

M40  methyl？－hydroxy－2－（hydroxymethyl）＝phenylcarbamate   

M44  methy12－（（【1－（4－Chloro．3－hydroxyphenyl）－1Hpyrazol－3－yl］0Ⅹy）methyl）－4－  

hydroxyphenyl）carbamate   

M45  methy12－（〈［1－（4－Chloro－3－hydroxyphenyl）－1Hpyrazol・3－yl】oxy）methyl）＝  

Phenylcarbamate   

M46  1－（4－Chlorophenyl）－3－（（2－［（methoxycarbonyl）amino］benzy1〉0Ⅹy）－1Hpurazol  

－4－ylglucopyranosiduronicacid   

M48  methyl？－hydroxy－2－（sulfooxymethyl）phenylcarbamate  

methy12－（hydroxymethyl）－？－Sulfooxyphenylcarbamate   

M51  2－［（meth0ⅩyCarbonyl）amino】benzoicacic   

M52  glucopyranuronosyloxylatedmethylN（2－（［1一（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－  

yl］0Ⅹymethyl〉－？－hydroxyphenyl）carbamate   

M54  methylN－（2－（［1－（4－Chlorophenyl）一1Hpyrazol・3－yl］0Ⅹymethyl〉－？－  

methoxyphenyl）carbamate   

M55  1－（4－CI止orophenyl）－1Hpyrazol－3－y14－Cl（6－deoxy－mannOpyranOSyl）－Ⅹylo－  

glucopyranoside   

M56  methy12－（（【1－（4－Chlorophenyl）－4－（glucopyranosyloxy）－1Hpyrazol－3－yl】  

oxy）methyl一？－methoxyphenylcarbamate   

M58  methy12－〈［3－hydroxy－1－（4－hydroxyphenyl）－1Hpyrazol－4－yllmethyl）  

phenylcarbamate   

M60  methylN－［2－（1Hpyrazol－3－yl－OXymethyl）phenyl】N－methoxycarbamate   

M62  methylN－［2－（1Hpyrazol－3－yl－0Ⅹymethyl）phenyl］carbamate   

M68  glucopyranosyloxylatedmethylN（2－（［1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl】  

0Ⅹymethyl）phenyl）Nmethoxycarbamate   

M70  glucopyranosyloxylatedmethy12－（〈【1－（4－Chlorophenyl）－1Hpyrazol－3－yl］  

0Ⅹy）methyl）phenyl－Carbamate   

M72  L－tryPtOPhan   

M76  methylN－（2－［2－（4－Chrolophenyl）－5－OXO－2，5－dihydro－PyraZOl－1－ylmethyl］  

－Phenyl）∧hIlethoxycarbamate   

M78  1－（4－hydroxyphenyl）－1Hpyrazol－3－01   

注）結合「基」の部位が特定できなかった代謝物については、その部位を化学名の中に「サ」で示し  

た。  
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

CIIE   コリンエステラーゼ   

Cm。Ⅹ   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

Cre   クレアチニン   

DMSO  ジメチルスルホキシド   

FOB   機能観察総合検査   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCH   平均赤血球血色素量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

MWC   最大容水量   

PCNA  増殖性細胞核抗原   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PLT   血小板数   

PT  プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

T．Chol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

Ure   尿素   

WBC   白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名  
試験   

残留値（mg／kg）  

（分析部位）  代謝物MO7  

実施年度  圃場 数  使用量 （ga∽la）  回数 （回）  PHI （目）         ヒ○ラクロストロビン          最高値  平均値  最高値  平均値   

はくさい   3   1．64  0．680  0．053  0．020   

（茎葉）  4   133WP   3  7   1．44  0．695  0．053  0．020   

2〔旧0、2001年度  14   1．13  0．384  0．041  0．014   

なす  0．12  

（果実）  2   134WDG   3   3  0．05  

2007年度  7  ＜0．05   

きゅうり   0．073  0．089  ＜0．005  ＜0．005   

（果実）  2  133～152WP  3   7   0．019  0．014  ＜0．005  ＜0．005   

1999年度  14  0，007  0．006央  ＜0．005  ＜0．005   

かぼちゃ   0．058  0．045  ＜0．005  ＜0．005   

（果実）  2   100Wア   3   7   0．017  0．015  ＜0．005  ＜0．005   

2000年度  14  0．020  0．013  ＜0．005  ＜0．005   

すいか  ＜0．05  

（果実）  2   134WDG   3   3  ＜0．05  

2007年度  7  ＜0．05   

みかん  
150′）  

45  

（果肉）  4  
238WDG   

3   58－60  

2007年度  72－75   

みかん  
150′－－  

45  1．68  

（果皮）  4  
238WDG   

3   58－60  

2007年度  72－75  

なっみかん  
170′）  

14  0．37  

（果実全体）  2  
204WDG   

3  21  0．37  

2006年度  28  0．22   

かぼす  14  0．09  

（果実）  238WDG   3  28  0．09  

2006年度   42  0．09   

すだち  14  

（果実全体）  218WDG   3  21  0．05  

2007年度   28   

りんご   0．258  0．222  0．017  0．014   

（果実）  2  417／）400Wl’  3   7   0．209  0．179  0．023  0．017   

2000年度  21  0．079  0．046  0．024  0．017 

りんご   0．357  0．228  0．046  0．028   

（果実）  2  417～400SE  3   7   0．285  0．168  0．059  0．034   

2000年度  14  0．212  0．114  0．052  0．029   

なし   1   0．660  0．538  0．022  0．017   

（果実）  2   200Wア   3  7   0．398  0．304  0．023  0．018   

2000年度  21  0．174  0．071☆  0．020  0．011☆   

なし   0．305  0．242  0．012  0．010☆   

（果実）  2  109′）146SE  3   7   0．207  0．158  0．017  0．012   

2000年度  14  0．277  0．172  0．014  0．009   
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作物名  
試験   

残留値（mg／kg）  

（分析部位）  代謝物MO7  

実施年度  圃場 数  使用量 （ga∽la）  回数 （回）  PHI （日）         ビラクロストロビン          最高値  平均値・  最高値  平均値   

もも  
＜0，005  

（果肉）  

7  

2   

14  
2002年度   

2   1白7SE  
21  

もも  
4．22  

（果皮）  

7  3．11  
2   

14  1．41  
2002年度  

21  1．47   

ネクタリン   0，39  0．28  ＜0．05  ＜0．05   

（果実）  

136～  
2  

170WDG   
2   7   0．34  0．26  ＜0．05  ＜0．05   

2004年度  14   0．24  0．13  ＜0．05  ＜0．05   

すもも  
7  

（果実）  2   136WDG   
14  

2007年度  

2  

21  

28   

7  0．37  

1   170WDG   2  21  0．18  

うめ  28  0．09   

（果実）  7  0．55  

2006年度  
238WDG   

14  0．30  
2  

21  0．19  

28  0．13   

おうとう   0．904  0．625  0．051  0．040   

（果実）  2   182SE   3   3   0．700  0．518  0．039  0．034   

2000年度  7   0．490  0．412  0．037  0．031   

ぶどう（小粒種）   7   1．01  0．824  0．012  0．011   

（果実）  2  200～233Wp  3  14   0．9？  0．850  0．014  0．012   

2000年度  21   1．20   1．01  0．016  0．014   

ぶどう（小粒種）   14  0．779  0．769  0．015  0．015   

（果実）  200Wp   3  21  0．798  0．782  0．014  0．014   

2001年度  26  0．540  0．534  0．009  0．009   

ぶどう（大粒種）   7   0．373  0．262  0．005  0．005央   

（果実）  2  200～267Wア  3  14  0．308  0．265  ＜0．005  ＜0．005   

2000年度  21  0．325  0．243  ＜0．005  ＜0．005   

かき  
0．22  

（果実）  2   102WDG   
7  0．16  

2003年度  

2   

14  0．15  

21  0．14   

注）WP：水和剤、SE：SE剤、WDG：WDG剤（ドライフロアブル剤）   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界値を検出したものとし  

て計算し、☆を付した。   

・すべてのデータが定量限界未満の！象合は定量限界値に＜を付して記載した。   

・代謝物MO7の残留値は、ピラクロストロビンに換算して記載した。換算係数は  

ピラクロストロビン／代謝物MO7＝1．08  
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（1～6歳）  妊婦  
高齢者  

作物名   
残留値  （65歳以上）  

（mg／kg）  仔   摂取量   だ   摂取量   什   摂取量   圧   摂取量  

（g／人／日）  （膵／人／目）  （g／人／日）  （膵／人／日）  （g／人／目）  （膵／人／日）  （g／人／日）  （囲／人／日）   

はくさい   0．695  29．4   20．4   10．3   7．16   21．9   15．2   31．7   22．0   

なす   0．08   4．0   0．32   0．9   0．07   3．3   0．26   5．7   0．46   

きゅうり   0．089   16，3   1．45   8．2   0．73   10．1   0．90   16．6   1．48   

かぼちや   0．045   9．4   0．42   5．8   0．26   6．9   0．31   11．5   0．52   

みかん   0．005  41．6   0．21   35．4   0．18   45．8   0．23   42．6   0．21   

なっみかん   0．25   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

その他の  
0．09   0．4   0．04   0．1   0．01   0．1   0，01   0．6   0．05   

かんきつ  

りんご   0．228   35．3   8．05   36．2   8．25   30．0   6．84   35．6   8．12   

日本なし   0．538   5．1   2．74   4．4   2．37   5．3   2．85   5．1   2．74   

ネクタリン   0．28   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

うめ   0．48   1．1   0．53   0．3   0．14   1．4   0．67   1．6   0．77   

おうとう   0．625   0．1   0．06   0．1   0．06   0．1   0．06   0．1   0．06   

ぶどう   0．85   5．8   4．93   4．4   3．74   1．6   1．36   3．8   3．23   

かき   0．15   31．4   4．71   8   1．20   21．5   3．23   49．6   7．44   

みかんの皮  0．93   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   0．1   0．09   

合計  44－0  24．3  32．1  47．3   

注）・残留値は、申請されている使用時期・回数のうち各試験区の平均残留置の最大値を用いた   

・唯」：平成10～12年の国民栄養調査（参照82～84）の結果に基づく農産物摂取量（g／人／日）   

・「摂取量」：残留値から求めたピラクロストロビンの推定摂取量（膵／人／目）   

・「その他のかんきつ」は、かぼす、すだちのうち残留値の高いかぼすの値を用いた   

・すいか、もも及びすももについては、すべての時期で定量限界未満ko．005または＜0．05）であっ  

たことから、推定摂取量の合計には含まれていない  
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